
ラピダス（北海道千歳市）
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ラピダス（北海道）

企 業 名：Rapidus株式会社

概  要：

• Rapidusは、次世代半導体の量産製造拠点を目指すため、国内トップの技術者が集結して設立し、
国内主要企業からの賛同を得られた事業会社。

• 次世代半導体は、自動運転などの次世代デジタル技術を支えるキーテクノロジーであり、製造能力を
我が国に確立することは経済安全保障の観点からも極めて重要。本プロジェクトをきっかけに、北海道
における半導体関連エコシステムの発展が期待され、大きな経済効果が見込まれる。ラピダスによれば、
工場操業時の従業員規模は1,000人程度にのぼる。

• Rapidusは2022年11月に設立後、2023年2月28日、北海道千歳市に製造拠点を作ることを発表。
2025年4月にパイロットラインの立ち上げを開始し、2027年に量産開始を予定。

• 経済産業省として、2022年11月にポスト５Ｇ基金事業において次世代半導体の研究開発プロジェ
クトに採択し、これまで総額（上限）約1.7兆円の支援を決定。

➢ 製造製品：ロジック半導体（２nmプロセス）

➢ 投資規模：約５兆円（ラピダス社の試算）

➢ 施設所在地：北海道千歳市

➢ 総従業員数：約1,000人（見込み）

➢ 2020年代後半に次世代半導体の設計・製造基盤を

確立後、長期の継続生産を見込む

• 拠点整備に伴い、下水道や道路のインフラの一体的整備が
必要。整備できない場合、プロジェクト全体に大きな影響を
及ぼす恐れがあり、早期にその解消を図る必要がある。
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新千歳空港

千歳臨空工業団地

★

千歳IC●

  ●
新千歳空港IC

二
級
河
川

安
平
川

千歳恵庭JCT●

恵庭IC●

苫小牧東IC●

自
動
車
道

ラピダス半導体製造工場
建設予定地

千歳市下水終末処理場
（浄化センター）

２km

建設予定地と基礎的インフラ状況【北海道】

北海道

【下水道】
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【下水道】追加的なインフラ整備ニーズ（北海道）

・半導体工場の進出に伴い、既存の終末処理場の処理能力が不足するため増強が必要。
・増加する工場排水に対応するため、終末処理場の処理施設と管渠を増設。

現状・課題

参 考

位置図 処理場の全景
千歳市浄化センター

ラピダス工場
建設地
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苫小牧港

石狩湾新港

千歳IC

新千歳空港IC
E5

36

274

231

36

E38

276

【道路】追加的なインフラ整備ニーズ（北海道）

・半導体製造工場の稼働に合わせて、雇用の創出に伴う従業員
通勤時の交通混雑や、半導体製造に伴う搬出入による交通量の
増大に対応できるよう、工場周辺のアクセス道路を整備する必要
がある。

現状・課題

参 考

縮尺

1.0km

E5

ながぬま

至 長沼町

とまこまい

至 苫小牧市

びびみなみ

【街路事業】美々南通

びびにし

【道路事業】美々西通

あびら

至安平町

しんちとせくうこう

新千歳空港IC

一 般 国 道
道 道
要 望 区 間
施 設 立 地 箇 所

凡例

④

②

ラピダス
① 工場敷地

③

①美々西通 現状の整備状況

凡例

輸 送 ル ー ト

高 規 格 道 路

一 般 国 道

ちとせ

千歳IC

しんちとせくうこう

新千歳空港

びびにし

【街路事業】美々西通

輸送ルート

高 規 格 道 路

ラピダス

E63

337

337

36

36

5.5m

E5A

E5

路線名

事

業

路

線

① 3・4・39 美々西通

② 3・4・45 美々南通

③
3・4・45 美々南通（跨線橋工
区）

④ 美々西通
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キオクシア（岩手県北上市）
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キオクシア（岩手）

企 業 名：キオクシア岩手株式会社

概  要：

• キオクシアは、データ記憶用の半導体である「NAND型フラッシュメモリ」を製造する企業であり、NAND型
フラッシュメモリ市場においては、世界シェア約2割（2023年）。

• 今後のデジタル化の加速に向けて不可欠な先端メモリ半導体の製造基盤・技術を確立する重要な
プロジェクト。

• キオクシア岩手は、キオクシアの100％子会社。東芝メモリ岩手から社名変更した2019年に、第1製造
棟（K1）を竣工し、2020年より、3次元フラッシュメモリを生産開始。設立以来、約2,400名の雇用
を創出。第2製造棟（K2）が2025年9月に稼働開始。

• キオクシア岩手を含むキオクシアの最先端NANDメモリ半導体への投資計画に対して、５G促進法に
基づき、2024年2月経済産業大臣による認定を実施。

➢ 製造製品：NAND型フラッシュメモリ

➢ 投資規模：2兆円規模

➢ 施設所在地：岩手県北上市

➢ 総従業員数：約2,400人

➢ １０年以上の継続生産を予定

• 拠点整備に伴い、追加的に工業用水等のインフラの一体的整備
    が必要。整備できない場合、プロジェクト全体に大きな影響を及ぼす
    恐れがあり、早期にその解消を図る必要がある。
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キオクシア岩手（株）
北上工場

岩手県

北上市終末処理場

【下水道】

新北上浄水場

【水道】

3

4

岩手県北上市

1km

4

きたかみえづりこ

北上江釣子IC

 はなまきみなみ

花巻南IC

柳原駅

江釣子駅

岩手県花巻市

107

建設予定地と基礎的インフラ状況【岩手県】
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【工業用水】追加的なインフラ整備ニーズ（岩手県）

現状・課題

・北上工業団地への大手半導体企業等の進出や今後の規模拡大を踏まえ、今後の工業
用水の需要拡大が見込まれている。
・半導体の製造に不可欠である工業用水の安定的な供給に向け、浄水場の能力増強
（沈殿池、配水池などの増設）のための大規模施設整備を行う必要がある。

参 考

新北上浄水場の所在地 新北上浄水場の全景
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【下水道】追加的なインフラ整備ニーズ（岩手県）

・半導体工場の拡張に伴い、既存の終末処理場の処理能力が不足するため増強が必要。
・増加する工場排水に対応するため、終末処理場の処理施設を増設。

現状・課題

参 考

反応タンク

最終沈殿池

流入幹線

放流渠

分配槽

汚泥処理棟

処理場
増設箇所

工場予定地
（K2）

キオクシア

岩手㈱
（K1）

既存処理場

位置図 施工状況

施設計画図

凡例（文字色）

令和４年度まで

令和５年度実施

令和６年度以降
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【道路】本交付金により支援するインフラ整備の概要（岩手県）

路線名

事
業
路
線

① 市道川原町南田線

② 市道飯豊成田線

参 考

現状・課題

・令和６年７月に２棟目の製造棟が完成、令和７年９月末に稼働が開始し、令和９年度
  の本格稼働に向けて準備が進められている。
・通勤時の交通混雑や搬出入による交通量の増大に対応して、交通分散による渋滞解消
  や物流の効率化を図る必要がある。
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マイクロンメモリジャパン
（広島県東広島市）
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マイクロンメモリジャパン（広島）

企 業 名：マイクロンメモリジャパン株式会社

概  要：

• マイクロンテクノロジーは、データ記憶用の半導体である「DRAM」を製造する企業であり、DRAM市場に
おいては、世界シェア第３位（2023年）。マイクロンメモリジャパンは、マイクロンテクノロジーの100％子
会社。

• 最先端の露光装置であるEUVを使用し、今後需要の増加が見込まれる生成AIやデータセンター、自
動運転等の最先端アプリケーションにも活用される先端DRAMメモリ半導体を開発・生産する重要な
プロジェクト。

• 過去３年間で約550人の新卒を雇用。長期的に大きく拡大する市場を見据え、今後の開発及び生
産拡大に合わせて、新規採用を継続するなどの雇用効果が見込まれる。

• マイクロンメモリジャパン及びマイクロンテクノロジーの広島県における先端メモリ半導体（DRAM）の生産
に関する事業計画について、５G促進法に基づき、2023年10月及び2025年9月に経済産業大臣
による認定を実施。

• 拠点整備に伴い、追加的に工業用水等のインフラの一体的整備が必要。整備できない場合、プロジェ
クト全体に大きな影響を及ぼす恐れがあり、早期にその解消を図る必要がある。
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マイクロンメモリジャパン（広島）

• ５G促進法に基づき、経済産業大臣による認定を行ったマイクロンメモリジャパン及びマイクロンテクノロ
ジーの計画概要は以下のとおり。

【2023年10月認定計画（2025年12月以降初回出荷開始）】

➢ 製造製品：DRAM（1γ世代）

➢ 投資規模：約5,000億円 （最大支援額：約1,670億円）

➢ 施設所在地：広島県東広島市

➢ 総従業員数：約4,200名（工場全体）

➢ １０年以上の継続生産を予定

• 【2025年9月認定計画（2028年6月以降初回出荷開始）】

➢ 製造製品：DRAM（次世代）

➢ 投資規模：約1.5兆円 （最大支援額：約5,000億円）

➢ 施設所在地：広島県東広島市

➢ 総従業員数：約5,200名（工場全体）

➢ １０年以上の継続生産を予定

マイクロン広島工場
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高陽取水場

【工業用水】

瀬野川浄水場

マイクロン

東広島市東広島浄化センター

【下水道】

広島空港

うまき

馬木IC

おおただ

大多田IC

さいじょう

西条IC

しわ

志和IC

山陽自動車道

3km

広島県

東広島市

建設予定地と基礎的インフラ状況【広島県】
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【工業用水】追加的なインフラ整備ニーズ（広島県）

現状・課題

・吉川工業団地での半導体企業の新たな投資にあたって必要となる大量の水の確保に
際し、工業用水施設を整備するのに多大なコストがかかる。
・半導体の製造に不可欠である工業用水の安定的な供給に向け、浄水場の能力増強
（増圧ポンプの新設）や管路整備等の大規模施設整備を行う必要がある。

瀬野川浄水場

広島県水道広域連合企業団の全体事業概要 出典：広島県提供資料

水道用水供給事業

工業用水道事業

東広島市
広島市

瀬野川浄水場 給水先

１６
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【道路】追加的なインフラ整備ニーズ（広島県）

・令和８年頃のマイクロン広島工場における半導体の生産
能力の更なる拡大に合わせて、工場への材料の搬入や、
製品の搬出（関西国際空港から海外に輸出）に係る陸上
輸送の増大に対応できるよう、周辺道路を整備する必要
がある。

現状・課題

参 考

番号 事業名

① 国道375号（御薗宇バイパス）

② 国道375号（御薗宇工区）

③ 一般県道吉川西条線（原工区）

④ 主要地方道馬木八本松線

⑤ 一般県道吉川西条線（原2工区）

⑥ 一般県道下三永吉川線

⑦ １級市道下野原線

⑧ １級市道郷曽吉川線

⑨ ２級市道中横野小関線

⑩ １級市道 西条駅大学線
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ＪＡＳＭ（熊本県菊陽町）
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企 業 名：Japan Advanced Semiconductor Manufacturing株式会社（JASM）

概  要：

• 台湾TSMCは、半導体受託製造の世界最大手であり、世界シェアは約50％（2021年）。 JASMは、
熊本における第一工場整備に向けて、TSMC、ソニー、デンソーが出資して、設立された法人。2024年
2月の第二工場の投資発表に伴い、新たにトヨタも出資することを発表。

• JASMの熊本県への投資は、我が国産業界に不可欠な先端ロジック半導体の製造基盤を確立し、我
が国のミッシングピースを埋める極めて重要なプロジェクト。

• JASMの新卒の月給は、全国平均より5万円以上高く、九州7県においても設備投資額の伸
び率が過去最高を記録するなど、熊本県・九州を中心に、第一工場をきっかけとした投資と賃上
げの好循環が既に生まれている。

• 日本政府や熊本県など地元自治体によるサポート、また、支援の意思決定や建設工事も含めた日本
のスピード感、優秀な素材・装置メーカーの存在、質の高い人材・インフラなど、日本の投資環境を高く
評価し、第二工場を2025年内に建設着工予定である。

• TSMC及びJASMの熊本県における先端ロジック半導体の生産に関する事業計画について、５G促進
法に基づき、 2022年6月（第一工場）、2024年2月（第二工場）に経済産業大臣による認定
を実施。

• 拠点整備に伴い、周辺道路の渋滞解消や追加的な工業用水の確保等に向けたインフラの一体的整
備が必要。整備できない場合、プロジェクト全体に大きな影響を及ぼす恐れがあり、早期にその解消を
図る必要がある。

JASM（熊本）

（※）JASM の株主構成（出資完了時）：TSMC(約86.5%)、ソニーセミコンダクタソリューションズ株式会社(約6％)
株式会社デンソー(約5.5%)、トヨタ自動車株式会社(約2%) １９



• ５G促進法に基づき、 経済産業大臣による認定を行ったJASM第一工場・第二工場の計画概要は
以下のとおり。

【第一工場】2022年6月認定（2024年12月初回出荷開始）

➢ 製造製品：ロジック半導体（22/28nmプロセス・12/16nmプロセス）

➢ 投資規模：86億ドル規模（最大支援額：4,760億円）

➢ 施設所在地：熊本県菊池郡菊陽町

➢ 総従業員数（見込み）：1,700名

➢ 10年以上の継続生産を実施予定

【第二工場】2024年2月認定

➢ 製造製品：ロジック半導体

（6/12nmプロセス ※別途国内需要を鑑み40nmプロセスも製造）

➢ 投資規模：139億ドル規模（最大支援額：7,320億円）

➢ 施設所在地：熊本県菊池郡菊陽町

➢ 総従業員数（見込み）：1,700名

➢ 10年以上の継続生産を実施予定

JASM第一工場

JASM（熊本）

第二工場
予定地

第一工場
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セミコンテクノパーク TSMC

建設予定地

阿蘇くまもと空港

熊本北部浄化センター

竜門ダム

くまもと

熊本IC

325

387

きたくまもと

北熊本SIC

3
にしこう し

(仮称)西合志IC

3

こう し

(仮称)合志IC

325

44357

おおづにし

(仮称)大津西IC

57

387

3

【下水道】

【工業用水】

1km

合志町

菊陽町

大津町熊本市
くまもときた

(仮称)熊本北JCT

山鹿市

菊池市

熊本県

出典：地理院地図

建設予定地と基礎的インフラ状況【熊本県】
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【工業用水】追加的なインフラ整備ニーズ（熊本県）

・熊本県北部においては、半導体関連企業集積の動きがさらに活発化しているが、局地的
な地下水採取量の大幅増加による地下水位低下等への影響が懸念されている。
・地下水のみに頼らない豊富で低廉な工業用水の新規供給に必要な浄水場の新規建設、
管路整備といった大規模施設整備を行う必要がある。

現状・課題

参 考

竜門ダム

新浄水場のイメージ

２２

新浄水場
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【下水道】追加的なインフラ整備ニーズ（熊本県）

現状・課題

・半導体工場の拡張に伴い、既存の終末処理場の処理能力が不足するため増強が必要。
・既存の終末処理場は、工場排水の増加に対応することが困難であるため、工場の近郊に
新たな終末処理場と管渠を整備。

参 考

位置図

２３

JASM建設
地

JASM第１工場



【道路】本交付金により支援するインフラ整備の概要（熊本県）

・新半導体工場が令和６年１２月稼働予定のTSMCをはじめ、以降もセミコンテクノパーク周辺
に半導体関連企業が新たな投資を表明するなど、更なる企業集積が見込まれている。
・既に始まっている周辺の渋滞を解消するために県が進める道路整備に加えて、中九州横断
道路と企業集積地を直接結ぶ連絡道路の整備など、更なる抜本的な対策を行う必要がある。

参 考

現状・課題
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工区名　等

①　主要地方道大津植木線 原水工区

②　主要地方道大津植木線 福原工区

③　国道３８７号 須屋工区

④　主要地方道熊本大津線 竹迫工区

⑤　主要地方道大津植木線 原水２工区

⑥　新山原水線 原水２工区

路線名

事
業
路
線

工区名　等

⑦　竹迫第二テクノ線 福原・竹迫工区

⑧　菊陽空港線 原水２工区

⑨　下大谷１号線

⑩　南方大人足線

⑪　下原堀川線

⑫　三吉原北出口線

路線名

事
業
路
線



柏崎刈羽原発（新潟県）

２５



⚫ 東京電力ホールディングス株式会社の柏崎刈羽原子力発電所は、新潟県の柏崎市と刈羽村にまたが

る地点に立地。

敷地内に７基の原子炉（総出力：821万2千kW）を有する日本最大の原子力発電所。

⚫ 2017年12月に6・7号機の設置変更許可を取得（震災後BWR初）。

➢施設所在地：新潟県柏崎市及び刈羽郡刈羽村

➢従業員数 ：東京電力1,189人協力企業5,415人（令和7年10月現在）

柏崎刈羽原子力発電所の再稼働（新潟県）

１～４号機（柏崎市） ５～７号機（刈羽村）

⚫ 柏崎刈羽原子力発電所の再稼働は、東日本における電力供給構造の脆弱性や電気料金の東西格差、

脱炭素電源による経済成長機会の確保という観点から極めて重要。

⚫ 他方、福島第一原子力発電所事故の当事者である東京電力が、事故後初めて再稼働を進めることへ

の不安の声等を受け止め、地元の実情や要望も踏まえながら、地元の理解を得られるよう関係省庁

一体で取り組むべく、原子力関係閣僚会議において、政府としての対応方針を確認。

概 要

国策的意義・必要性

⚫ 原子力防災の充実強化（避難路の整備促進）

－原子力災害時の住民避難を円滑にするため、6方向へ放射状にUPZ(概ね30km圏内)外まで避難する

経路や除排雪体制の強化等について、経産省･内閣府(原子力防災担当)･国交省･新潟県で構成する

｢協議の枠組み｣の下、県が実施する調査の状況を踏まえつつ、速やかな整備や整備事業の精査を推進。

－経産省は県の実負担額相当分の措置など必要な予算を継続確保するとともに、国費相当分は、

地域産業構造転換インフラ整備推進交付金の活用を含めて対応。

関連インフラ整備の方針（原子力関係閣僚会議で確認）
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長岡・三条方向

PAZ（5km圏）

新潟方向

小千谷・魚沼方向

R
3
5
3

柏崎刈羽原発

優先すべき事業
 〇原発周辺からUPZ圏（30km）外に避難するための幹線道路
 〇原発を中心として６方向へ放射状に避難する経路の確保

UPZ（30km
圏）

集中降雪に伴う連続除雪

連続除雪の路肩堆雪で幅員減

拡幅･運搬除排雪で幅員確保

特に、優先度の高いものとして、以下の整備を進めていく

◆ 円滑な避難に欠かせない高速道路を活用するための
 追加IC、緊急進入路の整備

◆ 柏崎市街地からの避難を円滑に行うための国道８号
バイパスの整備

◆ 複合災害時にも通行の信頼性を確保するための
 未改良区間の道路改良、橋りょうの耐震補強、
 土砂災害警戒区域等における法面対策等の実施

◆ 冬期間の２車線確保のための拡幅除雪車両の増強、
 消融雪施設や監視カメラ等の対策など
 除雪体制等の強化

上越方
向 十日町(松代・松之山)方

向

十日町・湯沢方
向

原子力災害時における避難路の優先整備
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